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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成20年　6月　11日　(水)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　本川　沙織　　記録者　月舘　幸子

	小向
	佐々木
	月舘
	スバベイ
	松沢
	清川
	田村
	藤田
	橘
	阿部
	中野
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	準夜
	○
	CD留守
	深夜
	公休
	○
	公休
	○
	○
	公休

	相間野
	本川
	川守田
	田ノ上
	沢上
	福士
	板橋
	高橋
	庭田
	三和
	山地
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	公休
	○
	CD留守
	公休
	○
	準夜
	○
	Ａ留守
	公休
	深夜
	公休

	石岡
	廣瀬
	吉田
	諏訪
	盛田
	高曽
	前田
	天間
	田中
	松山
	油津
	

	準夜
	CD留守
	深夜
	○
	業務
	公休
	公休
	学校
	公休
	業務
	○
	


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・ＣＤユニットの尿検査すすんでいません。深夜勤務スタッフはメンバー確認し、検査

　施行していきましょう。

＜生活機能回復訓練報告・検討＞

鈴木　サダ様～活動などで他者への配慮や余裕のなさあります。園芸に行く際も、少しの時間も待てず「（他者を）おいていくべし」や他者が水遣りしていても「早く戻るべ」など自分本位な発言多いです。周囲のことも考えて行動するように介入しています。

玉井　悠策様～特定の女性患者様と一緒に行動していること多く見られます。園芸への参加も声をかけて一緒に参加することやウォーキングを行っています。プログラム中は特に大きな問題はみられませんが、過度とならないように介入していきます。

住吉　鉄男様～鑑賞会での散歩を断っていましたが、参加すると「来て良かった」と表情良く話しています。良い気分転換になったと思われます。

上田　正男様～最近、活動への参加が少なくなり、積極的に参加していた園芸も断っています。表情は穏やかですが、何度か声掛けするも参加できない状態です。鑑賞会の散歩も断っています。普段の活動の観察、声掛けを行っていきます。

沼沢　ミヤ様～鑑賞会へ誘うと参加できています。あまり歩けないと訴えあり、玄関付近で過ごしていますが表情良く過ごしています。気分転換ができたと思います。

※検討

· 先日のカンファレンスでＣ・Ｄのプログラムを分かれて実施していく方向で検討中です。メンバーのグループ分けの根拠を考えていき、プログラム時間はどのような体制作りが必要か検討したいと思います。（どのようなものを合同で行うかについても）

＜褥瘡評価・検討＞

・三浦　一男様～臀部は改善傾向にあります。引き続き、体位交換・アズクロ＋ラップ

　　　　　　　　処置施行していきましょう。他の褥瘡好発部位の皮膚状態観察もおこなっていきましょう。

＜ＳＷから情報提供＞

· 畑内　マツ様～南山苑入所申し込みを済ませています。

· 吉田　寿雄様～前回の外泊で自宅退院希望が御家族よりあり。看護側として退院のた　　　　

め、インスリン注射は御家族に責任を持って実施していただくよう今後の外泊時に指導していきます。（内容は担当スタッフが検討）木曜日の午後は奥様、金曜日は息子様が休日の為、外泊には都合が良いとの事。インスリン注射が安心して任せられるよう外泊を重ねていきます。又、退院前訪問指導や退院後の訪問看護・デイケア通所も考慮していきます。

＜看護グループ事業計画分担について＞
· 病棟各ユニットケア基準の整備と運用

～ケア基準の作成・運用状況評価

担当管理者：各病棟ＳＧＭ

担当スタッフ：松澤・中野・佐々木

· 看護データベースの作成

～インテーク用紙・アナムネ用紙の見直し

　　担当管理者：藤原ＳＧＭ・宮澤ＪＧＭ

　　担当スタッフ：阿部・川守田

· 行動制限に関してのケア基準の作成・運用

　　担当管理者：東ＳＧＭ・阿部ＪＧＭ

　　担当スタッフ：相間野・スバベイ

· スタッフ個々の経験年数に応じた教育・研修体制が出来る。

　　担当管理者：佐藤ＡＯＭ・小向ＳＧＭ

　　担当スタッフ：田村・福士

· 入院から退院・地域までの一貫した継続看護の体制ができる。

～①看護計画・記録　②ベットコントロール　③病棟冊子作り

　　担当管理者：中村ＳＧＭ・市島ＪＧＭ・谷藤ＳＧＭ

　　担当スタッフ：①藤田　②③本川







